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2020年度実施概要 

学校名 

京都府立西舞鶴高等学校 

採択活動名 

地球環境と海の生態系調査 

実施単元 ※実施した単元の数に応じて記載してください 

単元名 学年 教科 

1. 地球環境と海の生態系調査 １ 総合的な探

究の時間 

2.   

3.   

取り組みの概要 

本活動の目的は、京都府北部の山から海までの水質・生物を調査・分析することで、海洋から得られる

恩恵や陸域における人間活動が海に与える影響について考える契機を持たせることである。そして、調査

内容について科学的な視点で分析・考察・発表を行うことで、海を含む生態系についての理解を深め、地

域に発信することを目標としている。 

実施内容は、総合的な探究の時間および、夏期進学課外授業の時間を用いた。京都大学フィールド科学

教育研究センター（以下京大フィールド研）の鈴木啓太助教らの協力を得て、本校１年生の理数探究科 33

名が海班と森班に分かれ、事前学習、調査と分析、考察と発表、の流れで実施した。６月の事前学習では、

コロナウイルス感染症対策を行いながら、講師の先生（京大フィールド研の鈴木啓太助教、中西麻美助教）

によるオンライン講義を実施した。８月上旬には森班・海班に分かれて調査・分析を行った。森班は、借

り上げバスにより舞鶴湾（閉鎖性内海）と丹後海（開放性外海）に流入する由良川及び伊佐津川上流の源

流・中流・下流・汽水域の調査を行った。海班は、京大フィールド研の調査船に乗り、舞鶴湾及び丹後海

の水質および底生生物調査を行った。それぞれの調査ポイントで、水質については水温・塩分・pH・溶存

酸素量・クロロフィル蛍光度・電気伝導度などを観測した。生物調査は、刺し網（森班）・桁網（海班）

を用いて、魚類や底生生物、水生昆虫類などを採集した。海・森のそれぞれの調査は、講師(京大フィー

ルド研)の指導のもとで行った。これらの活動を通じ、生徒たちが主体的・対話的で深い学びを行い、学

術的な面で海を知り、将来にわたり海を守る資質と態度を育成することに努めた。8 月下旬から、得られ

た分析結果について考察した。海班と森班をさらに４～５人のグループに分割し、「舞鶴湾と丹後海での

水質の比較」「舞鶴湾と丹後海での底生生物の比較」「舞鶴湾における環境と植物プランクトンの経年変化」

「陸からの栄養塩供給と植物プランクトンの生産」「陸と海の食物網構造」「土地利用と河川水質との関係」

などの大テーマを提示した。その後、生徒たちは大テーマをもとに、自由な発想をもとに考察を進めた。

その際、表計算ソフト(エクセル)を用いてデータの処理の仕方についての基本的な知識・技能を身につけ

させ、相関関係や因果関係について、統計データをもとに議論ができるよう指導した。また、気象庁のデ

ータや様々な環境データを利用することで、国・地方公共団体が保有するオープンデータの扱い方につい

ても指導した。発表会（９月）はプレゼンテーションソフト（パワーポイント）による口頭発表の形式、
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およびポスター発表を行った。口頭発表会では講師の先生方を招き、またポスター発表会では本校を志望

する中学３年生 24 名も参加させるなどして、次年度に続く継続的な取り組みとなるよう工夫した。それ

ぞれの発表に対して相互評価を行い、優れた点や改善点などについて指摘しあう時間も設けた。 

活動期間中には持続可能な開発目標（SDGs）についての学習も行い、その中の SDG14「海の豊かさを守

ろう」と本活動の密接なかかわりについて学習する時間を設けた。これにより海洋環境の保全を図りつつ、

持続可能な海洋の開発を行うことについての知識、技能、表現力を養うことができた。 

以上の活動を通じて、生徒たちが科学的な視点で海洋について説明・議論ができる力を育成し、同時に

故郷となる京都府北部の自然に対して愛着と責任を持った人材となるよう指導した。 

 

活動中の写真 

 


